
◆耐久高校での想いを胸に。卒業式 ◆「働く」ことを体験する。
1日、午後2時より、第70回卒業証書授与式が無事挙行

されました。学校再生改革“耐久Rebirth”と同時に入 8日、9日の日程で、２年生の希望者２名が、勤
学し、多くの苦労を乗り越え、この日を迎えることがで 労体験学習(インターンシップ)に取り組みまし
きました。“苦労”の上に咲いた花はとても美しく輝い た。「働く」ことを実
て見えました。“苦労”が“や 際に体験し、やり甲斐
りがい”に転化することで、 や厳しさの一端に触
生活の質は向上します。この れ、社会人の方とコミ
耐久高校で培った粘り強さで、 ュニケーションを取る
新たなステージでも活躍して ことで今まで知らなか
くれることを期待しています。 った世界を知り、新た

に視野を広げることが
出来ました。この経験
は、最終学年での進路
希望達成に向け大きな
糧となることでしょ
う。ご協力いただきま
した地域の企業(丸新
本家株式会社，株式会
社谷井農園)の皆様、
ありがとうございまし

◆1年生防災スクールを体験して た。
15日（木）、1年生全員が校内防災スクールに参加しま

した。クラスごとに消火訓練、ロープワーク、担架によ ◆クラブリーダー研修会
る搬送、119番通報訓練、煙体験、起震車体験の６種目
を体験しました。 7日（水）、学年末考査終了後、春休み前にクラ
防災スクールを体験して思ったのは、とにかく火災や ブ活動の充実を図るため、クラブのキャプテン・

震災、救急の時、落ち着いて情報を伝えたり、また行動 部長で研修の場を持ちました。私たちクラブのキ
しなくてはならないということです。火災や震災時に素 ャプテン・部長は、事前に行ったクラブに対して
早く行動できるよう、大切な人を守れるようにしたいで のアンケートをもとに、各班に分かれて部の現状
す。ほんの数秒で命を救えることが可能だったり、被害 について話し合いました。それぞれのクラブで抱
の範囲を小さくとどめることができると思いました。今 えている問題は、運動部・文化部で違うものだと
日学んだことを家族に教えたいです。(1年 石井遙) 思っていましたが、やはり、多人数をまとめてい

くクラブの代表としての責任の持ち方は一緒で、
お互い違うクラブでも共感しあえる部分がたくさ
んありました。また、部長としての在り方を改め
て見直し、お互い高め合える良い機会になりまし
た。（吹奏楽部部長 栗山すみれ）

◆平成２９年度 締めくくりの修了式

23日（金）、今年度を締めくくる修了式が行われまし
た。この時期は、一年間を振り返り自分の成長を実感す
ることが大切です。笹井校長は式辞の中で、「真剣」に
「素直」・「謙虚」な心を忘れずに、各自の目標に向け次
年度への準備を、と語られました。間もなく新入生たち
を迎え入れ、新学年がスタートします。生徒諸君の充実
した有意義な春休みを期待します。
また、式後のクラブ表彰伝達では剣道部、バドミント

ン部、マンドリン部、吹奏楽部が、校内表彰では数学検
定と英語検定の合格者が、それぞれ表彰されました。

平成２９年度
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マンスリータイムズ ３月号
耐 久 ～真健美～

４月の予定

3日(火) 新入生登校日

4日(水) 離任式

6日(金) 始業式、入学式

9日(月)～10日(火) 1年統一テスト、2.3年宿題考査

16日(月) 一斉登校指導

19日(木) クラブ初会合

21日(土) 3年公務員模試

26日(木)、27日(金) 1年ロングハイキング（高野山）

27日(金) 2,3年遠足




